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報告 3：小門 裕幸（法政大学）深圳資本主義社会モデルの措定 

―シリコンバレー・ハビタット資本主義社会モデルの比較においてー 

 

１.問題意識 

改革開放 40 年、経済特区から出発した深圳は世界に誇る産業集積地に発展し、新しい資

本主義地域モデルを提示している。すでに GDP で香港を凌駕し（2017 年）、私の推計でも

シリコンバレーに比肩する地域経済圏に成長している。そのスピードと規模は日本の戦後

経済復興を彷彿させんとするものがある。本論文では深圳市をハイテク産業集積地として

捉え、停滞する日本経済を強く意識しつつ、歴史的に資本主義社会を振り返り、また他地

域とのベンチマーキングすることで、分析を深めたい。とりわけ、世界のハイテク産業集

積最先端地であるシリコンバレー・ハビタット資本主義社会との比較を試みる。 

２.研究方法 

過去 3，4年の調査論文などの文献および２０１８年 2月の現地調査を踏まえ、私の長年

のシリコンバレー研究の成果であるシリコンバレー・ハビタット資本主義社会モデルとの

比較することで、グローバル化した世界経済システムにおける深圳のハイテク産業クラス

タの特徴を浮き彫りすることで、一つの新しい資本主義社会の社会モデルとして措定する

ものである。 

３.研究概要 

鄧小平の命名した社会主義市場経済が一つの地域経済圏として資本主義社会モデルを完成

させている。中国文化の伝統を背景にして個々人の自由で創造的な経済活動の場が確保さ

れ先端的な経済社会プラットフォームを形成し、参加者は独特のゲームのルールを創造し

て、地域全体を動態的に機能させている。地方政府も民間を優先させながら、時代の要請

に合わせた政策立案とスピーディな実践を実現させている。功利主義的な統治が、その是

非は別として機能させている。シリコンバレー社会との共通点も多く、新しい二都物語が

出現した。社会主義社会と理解していた地域が見事な資本主義社会システムを実現してい

る。それは驚嘆に価する。 

 


